
令和６年度 
 第２回ＬＰガス部会委員会 

 

開催日時  令和６年１２月２０日（金）１５：００～１７：００ 

開催場所  沖縄産業支援センター １階１０１ホール 

委員名簿  別 紙 

～ 次  第 ～ 

 

開会挨拶  部会長 福原 徹（全Ⅼ協・九州ブロック 未来創造委員会委員長） 

          ※関係資料 ＬＰガス業界の進むべき方向について 

 

議  題  １．部会委員の変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

２．液石法（改正省令）商慣行是正に向けた 

実効性のある取組みについて（意見交換）・・・・・・資料２ 

      ３.需要開発への取組みについて（意見交換） ・・・・・・・・・資料３ 

 

報告関係  １．LPガスに関するYouTubeＣＭお知らせ 

及びＣＭ素材活用のお願い・・・・・・・資料４ 

２．令和６年度液化石油ガス消費者保安功績者 ・・・・・・・・資料５ 

（ガス警報器工業会リメイク運動表彰） 

      ３．ＬＰガス取扱事業者のリスクアセスメント対応指針 ・・・・資料６ 

      ４．キッチンカー等の移動販売車両車における 

             ＬＰガス使用時の安全確保について ・・・・・・資料７ 

５．植樹祭への参加について（宮崎県ＬＰガス協会）・・・・・・資料８ 

６．消防団の更なる充実強化に向けた企業等への協力について・・資料９ 

 

今後の予定（ＬＰガス部会・理事会等） 

 第２回 経済会議……………令和７年 ２月 ６日（木）１３:３０～１７:００ 

 第３回 正副部会長・未来創造委員会 

……令和７年 ２月１２日（水）１４:００～１６:００ 

第３回 部会委員会…………令和７年 ３月１４日（金）１４:００～１６:３０ 

 

閉会挨拶  副部会長 大城 龍児 



氏　　名 所　属　事　業　所　名

1
部　会　長

（未来創造委員会委員長） 福原　　徹 　福原プロパン（同）

2
副部会長

（未来創造委員会委員） 比嘉　良文 　浦添ガス工業（株）

3
副部会長

（未来創造委員会委員） 上地　　剛 　比謝川ガス（株）

4
副部会長

（未来創造委員会委員） 大城　龍児  　沖縄協同ガス（株）

5
副部会長

（未来創造委員会委員） 新垣　昌信 　（株）協和ガス

6
需要開発委員長

（未来創造委員会委員） 神里　　順 　（有）神崎ガス工業

7 委　員 玉城　綾子 　（株）島袋ガス

8 〃 小川　　 強 　（株）りゅうせき

9 〃 吉田　　勇 　マルヰ産業(株)

10 〃 比嘉　康友 　中央ガス工業㈱

11 〃 國場　淳篤 　エッカ石油（株）

12 〃 上地　啓太 　エッカ石油（株）　（オートガススタンド枠）

13 〃 上原　貴行 　（有）丸徳ガス産業

14 〃 井上　博之 　（株）白石

15 〃 上原　　豊 　ＪＡおきなわ本店

16 〃 浦崎　敦史 　(有)町田石油ガス

17 〃 東江　成美 　(株)東江ガス

18 〃 寄川英一郎 　（株）寄川商会

19 〃 東田　正広 　沖縄協同ガス(株)八重山事業所

20 〃 外間　朝健 　 宜野湾ガス㈱

ＬＰガス部会委員会委員名簿
任期　令和６年 総会終結時 ～ 令和８年 総会終結時まで



 

 

 

 

 

ＬＰガス部会委員の変更等について 
 

 

委員変更依頼が有りましたので、ＬＰガス部会委員会へお諮りいたします。 

 

あさと つとむ        たまき あやこ 

安里  勉 氏   ⇒  玉城 綾子 氏 へ変更 

 
しまぶくろ ひろふみ     おがわ つよし 
島袋  博文 氏  ⇒  小川  強 氏 へ変更 

 

資料１ 
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液石法「改正省令」商慣行是正 実効性のある取組について 

 

１. ガイドライン説明会並びに「自主取組宣言」総決起大会 

   日時 ９月３日（火）参加者１５０名 

   会場 沖縄産業支援センター ３階３１２号室 

   講師 専務理事 村田光司 氏 

 

２. 自主取組宣言（１１月１５日現在）４４事業者 約２５％（１７０者）別紙 

 

３. 周知啓発について 

・改正省エネ法説明会にて ８月２２日（木）１０:００～１２:００ 約１５０名 

〃          〃      １４:００～１６:００  約６０名 

〃       ９月２７日（水）１４:００～１６:３０  約６０名 

〃      宮古地区説明会  令和７年２月開催予定 

・りゅうせき女性部会   ９月２０日（金）１０:１５～１１:３０  約３０名 

・お客様相談所委員会   ９月１８日（水）１４:００～１７:００   

・互恵ガス店主会    １０月１７日（木）１６:００～１７:００  約２０名 

 ・沖縄ガス LPG特約店会 １１月 ７日（木）１１:００～１３:００  約３０名 

 ・りゅうせき LPガス会理事会 １１月１３日（水）１６:００～１６:３０ 約２０名 

 ・ひまわりガス支部会  １２月１３日（金）１２:３０～１５:００  約１５名 

 

４. 沖縄県の立入り検査（１２月より実施） 

 

５. 自主取組宣言事業者（１２月２日現在 ５１事業者） 

2024.4.1   ㈲座覇プロパン 

2024.4.19   マルヰ産業㈱ 

2024.6.4    大東ガスパートナー㈱ 

2024.6.14   ㈱マルヰガス中部 

2024.6.21      沖縄県農業協同組合 

資料２ 
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2024.6.21      沖縄協同ガス㈱ 

2024.7.1       ㈱りゅうせき 

2024.7.2       ㈲クリーンガス 

2024.7.24      ㈲神崎ガス工業 

2024.7.24      沖縄相互ガス㈱ 

2024.7.29      ㈱白石 

2024.8.1       福原プロパン(同) 

2024.8.26      比謝川ガス㈱ 

2024.8      浦添ガス工業㈱ 

2024.9.1       沖縄ガス㈱ 

2024.9.1       (同)マルヰプロパン商会 

2024.9.1       ㈲コウケン設備 

2024.9.19      中部電化厨房 

2024.9.23      ㈱互恵石油瓦斯 

2024.9.23      ㈱玉盛商会・東部石油 

2024.9.24      ㈲具志頭給油所 

2024.10.1      丸鶴ガス 

2024.10.1      エッカ石油㈱ 

2024.10.1      山浩商事 名護プロパン 

2024.10.1      宜野湾ガス㈱ 

2024.10.1      (資)仲本屋 

2024.10.1      (同)マルヨプロパン 

2024.10.2      那覇総合ガス㈱ 

2024.10.3      糸満プロパン 

2024.10.3      ㈱協和ガス 

2024.10.4      久高ガス産業 

2024.10.4      佐敷ガス器具サービス 

2024.10.4      ㈱東江ガス 

2024.10.10     電友堂プロパン 

2024.10.10     ㈱マルヰガス名護 

2024.10.15     ケイズガス石油 
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2024.10.18     電遊館くだか 

2024.10.29     ひまわりガス㈱ 

2024.10.29     ㈱協栄ガス工業 

2024.10.30     ㈱照正興産 

2024.11.1      ㈲町田石油ガス 

2024.11.1      エコガス 

2024.11.11     山昌石油ガス 

2024.11.14     山内商事 

2024.11.14     ㈱大謝名商事 

2024.11.14     ㈱岡田商会 

2024.11.15     エース産業 

2024.11.20     アジア石油ガス㈱ 

2024.11.22     座間味プロパン 

2024.11.26     ひかりガス㈱ 

2024.12.1      ㈱島袋ガス 

 

６. 今後の取組みについて（意見交換） 

 例・自社の取組み（自主取組宣言、協力事業者への周知啓発） 

 ・支部の取組み…等 
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需要開発についての意見交換 

 

（実績報告） 

「改正省エネ法」ＺＥＨ基準に対応した「ＬＰガス省エネ機器」設置セミナー 

 

１.第１回セミナー 

   ８月２２日（木）第一部 １０時～１２時 LP関係 １２０名 

           第二部 １４時～１６時 LP以外  ６１名 

 

２.第２回セミナー 

  １１月２７日（水）１４時～１６時３０分 LP関係 ５６名 LP以外９名 

 

３.第３回セミナー 

 令和７年２月１８日（火）（宮古地区開催） 

 

４.アンケート結果 

 

 

 

資料３ 
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Ⅸ.その他、ご意見等がございましたらお聞かせ下さい（６件の回答） 

・新しい情報があればご連絡お願いします。 

・内容一つ一つもっと深く聞きたい 

・時間が短かった 有難う御座いました。 

・セミナーで得られる情報で取り残されないことも多いので、ぜひたくさんの 

セミナーをしていただきたいです。 

・法改正について掘り下げていただきたい 

・「８地域」の誘導基準における給湯設備仕様がエコキュートだけであるのが 

そもそもの問題。この周知を強化するとともに、同じ８地域に含まれる東京・ 

鹿児島の島嶼部と連携、協働していくことが必要ではないか。 

・ありがとうございました。 

 

（実績報告） 

令和６年度 ＬＰガス部会 九州地区 視察研修会 

 

１． 研修日程 ・１１月２０日（水）～２２日（金）（２泊３日） 

 

２．目  的 ・「ＬＰガスが今後もお客様に選ばれ続けるエネルギー」となるため、
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若手リーダーを育成し、次世代へ繋げて行くため「ＬＰガス需要開発」

の取組みとして県外視察研修会を行う。 

 

２．テ ー マ ・ＬＰガスを通して「リフォーム」、「環境」…等、お客様への生活提

案力を高め、これまで以上に社会に貢献する企業となることをテーマに、九州のガ

ス事業者を訪問し、その考え方・取組み方法・実績等を学ぶ。 

 

４．参 加 者 ・２３名 

ＬＰガス部会役員 

ＬＰガス部会青年委員会委員 

        ＬＰガス販売事業者若手リーダー 

 

５．お問合せ ・協会 有銘（携帯）090-6959-7377 （事務所TEL）098-858-9562 

 

６．研修先でお聞きになりたい点 

① 貴社の歴史 

② お取組み事業のご紹介 

③ お客様への暮らしのご提案 

④ ご苦労なさった点 

⑤ お客様からのお声 

⑥ 意見交換 

ＬＰガス部会 九州地区 視察研修会 スケジュール 

11/20（水）初日 

09：00 

10：30 

12：50 

那覇空港集合 

JTA052 那覇空港発－福岡空港行き（12：10福岡空港到着） 

バスで移動 途中昼食 

15：00 

（120） 

17：00 

 

 

久留米宿

泊 

久留米ガス株式会社（福岡県久留米市東櫛原町1089(本社)） 

（創エネ+省エネ+環境貢献）（リフォーム）（省エネ住宅のご提案）（久留米ガス社屋） 
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11/21（木）２日目 （午前８時３０分 バスで移動） 

09：00 

（90） 

10：30 

 

 

昼 食 

13：00 

（120） 

15：00 

 

 

佐世保宿

泊 

株式会社和泉プロパン（福岡県久留米市野中町1055-4） 

（新エネルギー事業）（建築・住宅・リフォーム）（住宅省エネ）（ウォーターサーバ

ー） 

     
株式会社トスプロ（佐賀県鳥栖市儀徳町2927-1） 

（ガス機器販売）   （暮らしサポート） （ミネラル天然水）（子育て・シルバー

支援） 

    

11/22（金）３日目（午前８時００分 バスで三愛オブリガス三神（佐賀県神埼町）へ移動） 

 

 

10：00 

（60） 

11：00 

（60） 

12：00 

 昼食 

13：00 

（60） 

14：00 

 

   

   

16：00 

（90） 

17：30 

 

 

空港移

動 

20：50 

22：30 

※研修会場を、三愛オブリガス三神株式会社にて実施 

 

有限会社辛島商店（長崎県佐世保市白岳町1509-25） 

（住宅設備機器販売・施工） （ガスとリフォームのつながり）  （ガス料金の明確化） 

    

三愛オブリガス三神株式会社（佐賀県神埼市神埼町本堀3003-6） 

（建設事業）    （リフォーム）   （水回り修理）    （家 電） 

    

パロマ九州研修センター（福岡県福岡市博多区山王1丁目2-32） 

（研修センターご案内）  （ＧＳＳ資格取得）   （パロマ学校） 

           

JTA2065 福岡空港発－那覇行き（22：30那覇空港到着） 

（おつかれさまでした ご安全に！） 

※上記日程は天候や交通状況、運送機関のスケジュール変更などにより変わる場合がござい 

ます。 
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（意見交換） 

 

・委員の皆様の企業、または支部におけるお取組みについて 

・外部向けセミナーについて 

・その他 

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     



 

 

 

 

資料４ 























 

 

宮崎県ＬＰガス協会 未来創造委員会行事への参加 

～令和６年度植樹祭～ 
 

主 催 （一社）宮崎県ＬＰガス協会 会 長 後藤 拓郎 

          未来創造委員会 委員長 渡辺 浩希 

 

協 賛  日南市・県木材青壮年会連合会 

 

目 的  脱炭素社会の実現に向け、環境保全に寄与することを目的にクヌギ４００本を 

植樹し、ＬＰガス業界のＰＲ活動を行う。 

 

開催日  令和６年１１月２９日（金）１０時～１２時（昼食後解散） 

 

会 場  日南市北郷町郷之原市有森林（花立公園） 

 

参加者  主催者、共催者２６名（沖縄県からはＬＰガス部会長 福原 徹 参加） 

 

  
 

  

資料８ 



知 防 第 1 3 4 9 号  

令和６年 12 月６日  

 

 各部長 

会計管理者 

企業局長 

病院事業局 

教育長 

警察本部長  

      

沖 縄 県 知 事 公 室 長   

（ 公 印 省 略 ）  

 

 消防団の更なる充実強化に向けた企業等への協力について（依頼） 

 

 平素から、消防防災行政に御理解、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 今後大規模災害はもとより、近年頻発化・激甚化する風水害などの発生が危惧される中、消

防団は、地域防災力の中核として大きな役割を果たしております。 

 沖縄県における消防団員は、1,675人（令和６年４月１日現在）であり、そのうち約75％が被

用者であることを踏まえると、地域防災において重要な役割を担う消防団員を確保し、円滑な

消防団活動を行う上では、企業等の消防団に関する御理解と御協力を得ることが重要と考えて

おります。 

 これまで各種団体の皆様には、消防団を中核とした地域防災力の向上に御協力をいただいて

いることと存じますが、消防団の更なる充実強化に向けて、地方公共団体と企業等の連携を一

層促進させるため、関係団体に対して別添資料を送付するとともに、以下の情報提供をしてい

ただきますようお願いします。 

 

 

１ 消防団活動への協力は、地域住民との交流促進から地域防災力の向上に伴う、社会貢献や 

災害等に対する危機管理の向上につながるメリットがありますので、従業員等の消防団への 

入団促進を推奨していただくなど、積極的な御協力をお願いします。 

 

２ 従業員等が消防団員として円滑に活動を行えるよう、活動期間中や活動に必要な免許等を 

取得する際には特別休暇として扱うことや消防団員との兼業を推奨するなど、従業員等が活 

動しやすい環境づくりに格別な御配意をお願いします。 

 

３ 都道府県及び市町村から、消防団協力事業所に関することなど、消防団の更なる充実強化

に向けた取り組みの相談等がありましたら、御協力いただきますようお願いいたします。 

 

殿 

資料９
 

PC-2024-2-2 宮城
四角形



 

（添付資料） 

・消防団の現状 

・機能別団員・機能別分団制度について 

・消防団協力事業所制度について 

・消防団の力向上モデル事業 

・企業等を対象とした消防団関係の表彰 

・企業等と連携した取組事例 

・企業等との連携強化に向けたチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県知事公室防災危機管理課 

消防班 米須 

TEL：089-866-2143 

e-mail：komessh@pref.okinawa.lg.jp 



ＬＰガス業界の進むべき方向について

第１回未来創造委員会

令和６年９月１１日

議題１



未来創造委員会の設置と進め方について

令和５年１２月１２日の執行役員会において、青年委員会を解散し、「次世代
に向けて、ＬＰガスがお客様に選ばれるエネルギーとなるための各種方策に
関する事項」を分掌とし、カーボンニュートラルや取引の適正化等の課題に対
応した取り組みを行う実働組織として、未来創造委員会を新たに立ち上げるこ
とが了承され、令和６年３月２８日の理事会において、承認されました。
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【分掌】
次世代に向けて、ＬＰガスがお客様に選ばれるエネルギーとなるための各種方策に
関する事項

【検討内容】
２０５０年ＬＰガス業界の将来像を検討していく。
そのためには近年の取り巻く環境（地域での事業継続、カーボンニュートラルへの取
組、人材不足の懸念など）を踏まえ、ＬＰガス販売事業者に対して何を実施すべきかの
提言を取りまとめる。
その中で、ＬＰガス販売事業者の統合や資本提携に伴う、ＬＰガス販売事業者数の減
少によるＬＰガス業界の今後のあり方について検討を行う。
取りまとめた提言は適宜見直し、業界へ公表する。
なお、第１回の委員会においてフリーディスカッションを行い、委員会の進め方を検討
したいと考えております。



検討事項

2

ＬＰガス業界は、現在、大きな転換期を迎えている。少子高齢化による人口
減少、エネルギー源の多様化、脱炭素化への動きなど、様々な要因が業界に
影響を与えています。

【ＬＰガス業界の今後の展望】

需要の減少
少子高齢化や省エネ意識の高まりにより、家庭用ＬＰガスの需要は減少傾向が続くと
予想されます。

ＬＰガスの優位
性

ＬＰガスは、他のエネルギーと比べて災害に強い分散型エネルギーであることを社会
全体にPRをする必要があります。

ニッチ市場への
特化

都市ガスが普及しにくい地域や、アウトドア、農業など特定の用途に特化することで、
新たな需要を開拓する可能性があります。

高付加価値サー
ビスの提供

単なる燃料の供給だけでなく、エネルギーコンサルティングやIoT技術を活用したス
マートホームサービス※など、高付加価値サービスを提供することで顧客の囲い込み
を図る戦略が考えられます。

他のエネルギー
との共存

電力会社や都市ガス会社と共存し、総合エネルギーサービスを提供することで、顧客
の多様なニーズに応えることが求められます。

環境への配慮
再生可能エネルギーとの連携や、CO₂排出量の削減など、環境への配慮がますます
重要になってきます。

※スマートホームとは、IoTやAIの技術を活用し、スマートフォンやAIスマートスピーカーなどの制御デバイス、テレビ、照明器具などの生活家電やエアコン、給湯器、スマートロック、インター
ホン、シャッター、換気システムなどの住宅設備などのデバイスを接続し、より快適な生活を実現する住宅のこと



検討事項
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カーボンニュートラル実現のためには、ＬＰガス業界も脱炭素化に向けて積
極的に取り組む必要があります。

【グリーンＬＰガスとカーボンニュートラル対応】

グリーンＬＰガス

バイオマス由来ＬＰガス: 生ゴミや木質バイオマスなどを原料としたグリーンＬＰガ
スは、CO₂排出量を削減できる再生可能エネルギーとして注目されています。
水素混入ＬＰガス: ＬＰガスに水素を混合することで、燃焼時のCO₂排出量を削減
できます。

カーボンオフセット
ＬＰガス製造・販売に伴うCO₂排出量を、森林保全などの活動によって相殺する取
り組みが考えられます。

CO₂回収・貯留技術
ＬＰガス製造過程で発生するCO₂を回収し、地中に貯留する技術の開発も進めら
れています。

水素エネルギーとの
連携

長期的に見ると、水素エネルギーとの連携も視野に入れ、新たなビジネスモデル
を構築する必要があります。



検討事項
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ＬＰガス業界は、深刻な人材不足に直面しています。この問題の背景や、業
界が抱える課題、そして人材不足を解消するための取り組みが必要です。

【人材不足問題】

高齢化
長年業界を支えてきたベテラン社員の定年退職が相次ぎ、経験と知識の継承が
課題となっています。

労働環境
重労働な側面があり、若い世代にとって魅力的な職場とは言いがたいという現状
があります。

資格取得の難しさ
ＬＰガスに関する資格取得には、専門的な知識と経験が必要であり、資格取得の
ハードルが高いとされています。

業界のイメージ
新安全性の高いエネルギー源として知られていますが、一般消費者への認知度
が低く、業界全体のイメージアップが課題となっています。



検討事項
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ＬＰガス業界は、人材不足を克服するため、様々な取り組みを進めています。
しかし、人材確保は容易ではありません。業界全体で協力し、各企業が魅力
ある職場づくりを進めていくことが重要です。

【人材不足を解消するための取り組み】

労働環境の改善
重労働な作業の機械化や自動化
安全対策の強化
ワークライフバランスの充実

人材育成

新卒採用強化
中途採用拡大
社内教育体制の強化
資格取得支援制度の充実

業界全体の
イメージアップ

ＬＰガスの安全性や環境への配慮などを積極的に発信
社会貢献活動への参加



検討事項
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ＬＰガス業界は、様々な課題の中、事業を行っており、将来に向けて需要の

確保、人材確保を行いつつ、脱炭素化という大きな潮流の中で、新たなビジネ

スモデルを構築し、社会に貢献していくことが求められています。グリーンＬＰ

ガスやカーボンオフセットなどの取り組みを通じて、環境負荷を低減し、持続

可能な社会の実現に貢献していくことが期待されます。

ＬＰガス業界がどのようにして、生き残りをかけて次世代に向けて、
ＬＰガスがお客様に選ばれるエネルギーとなるための２０５０年ＬＰ
ガス業界の将来像を検討していく。

【まとめ】



カーボン
ニュートラル

人口減少

他エネルギー
へ転換

ＬＰ業界の今後の予測

需要の減少：都市部を中心にオール電化や都
市ガスへの転換が進み、ＬＰガスの需要は減少
傾向。特に、新築住宅におけるＬＰガス設置率
の低下が顕著である。

規制の強化：カーボンニュートラル実現に向け
た動きが加速する中で、社会全体の脱炭素化
に対する意識の高まりからＬＰガスの利用が制
限される可能性も考えられる。

競争の激化：電力自由化や都市ガス事業者の
競争が激化し、ＬＰガス事業者は価格競争にさ
らされることが予想される。

高齢化：利用者の高齢化が進み、新規顧客の
獲得が難しくなることが懸念される。

人材不足：後継者不足や若年層の離職により、
人材不足が深刻化し、サービスの質低下や事
業継続の難しさにつながる可能性がある。

7



LPガスのＣＮ対応に向けた今後のロードマップ

CN対応

１,4００万トン（足元）

⇒ １,2５０万トン（2035年）

国内需要 【減少率: 年１％】
省エネ・燃転を除くベースライン

2030年 2035年

2030～35年に向けたグリーンLPガスの社会実装を確実に進めて行くための具体策

● 海外からのグリーンLPガス輸入（含、rDME)に向けた、海外プレーヤーや生産者との連携強化

● 地域中心（地産地消）型の国内生産は早期の事業立ち上げに向けた取り組みの加速化

● 省エネ化/燃料転換の促進・カーボンクレジットの利用拡大

数量 割合 具体的な対応策など

Ⅰ．グリーンLPガスの輸入

100万トン 50%
・アストモス／古河電工／SHVによる海外製造
プロジェクトからの調達

・その他、海外からのグリーンLPG/rDME調達

Ⅱ．国内生産

20万トン 10%
・推進協議会による北九州地域での社会実装化
・古河電工による北海道鹿追町での生産

Ⅲ．カーボンクレジットの利用拡大

20万トン 10% ・LPガス市場でのカーボンクレジットの利用拡大

Ⅰ～Ⅲ．小計 （供給サイドのグリーン化対応）

140万トン 70%

Ⅳ．省エネ化・燃転の推進 （化石部分の省エネ化）

60万トン 30%

・高効率給湯器の普及促進
（エコジョーズ、ハイブリッド給湯器、家庭用
燃料電池の一段の普及促進）

・石炭/重油等からの燃料転換、等

（CN対応量 合計 200万トン）【CO₂換算 600万トン】

2035年に向けた個別の数値目標と方策

2050年時点でのLPガスの全量CN化（約800万トン）を視野に、
2035年時点での想定需要比（省エネ対応前）１6％（約200万トン）のCN対応（非化石化）を目指す

他
の
合
成
燃
料
開
発
と
の

連
携
も
要
検
討

;

CN対応量＝200万トン
(CO₂換算 600万トン)

2035年 想定需要全体の
16％をCN対応

Ⅳ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

化石部分の省エネ化（60万トン）

省エネ対応後 ：1,190万トン

供給サイドのグリーン化対応（140万トン）

Ⅲ.Ⅳは官民検
WGで深掘り

2050年までに全量CN対応

第６回

官民検討資料 ①
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２０２０年代
デジタル化と多角化

による変革

２０３０年代
脱炭素社会に向け

た挑戦と新たな

ビジネスモデル

２０４０年代
持続可能な社会へ

の貢献

２０５０年代
脱炭素社会におけ
る ＬＰガスの役割

IoT技術の導入
ガス器具の遠隔操作、
ガス消費量の見える化
などにより、顧客満足
度向上と新たな収益源

の創出

AIの活用
AIによる需要予測、配
送ルート最適化など、
業務効率化とマーケ
ティング戦略の高度化

リフォーム事業
リフォーム事業に参入
し、顧客のライフスタイ
ルの変化に対応した
サービス提供

グリーンLPガス
再生可能エネルギーや
バイオマスなど、環境負
荷の少ない資源を活用
してLPガスの製造・利用

を推進

スマートシティとの
連携

スマートシティのエネル
ギーシステムにLPガスを
組み込み、エネルギー

効率化に貢献

地域防災計画への
参画

地域防災計画への参画
や災害時の支援活動な
ど、地域社会との連携を
強化し、信頼関係を構築

マテリアルリサイクル
使用済み容器をリサイクル
し、新たな製品に生まれ変
わらせることで、循環型社会

の実現に貢献

AR/VR技術の活用
顧客がガス器具の操作やメ
ンテナンスをより簡単に理解
できるよう、AR/VR技術を活
用したサポートシステムを提

供

サブスクリプション

モデル

ガス器具のレンタルやメン
テナンスサービスをサブスク
リプションモデルで提供し、

顧客の負担を軽減

カーボンオフセット事業
企業や個人のCO2排出量を相
殺するカーボンオフセット事業に
参入し、新たな収益源を創出

水素関連事業
水素製造、貯蔵、運搬、利用に
関する事業に参入し、水素社会

の実現に貢献

カーボンニュートラルな
都市の実現

都市全体のエネルギーシステム
をLPガスを中核としたカーボン
ニュートラルなシステムに転換

ＬＰガス業界が生き残るためには！



高効率
給湯器
の導入

エネ
ファーム
の導入

ＺＥＨ住
宅の推
進

災害時
の安全
安心

住宅へのアプローチ
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ＬＰガスの強みを活かした住宅へのアプローチ



沖高保発第６-１２７号 

令和 ６年１２月１７日 

関係各位 

（一社）沖縄県高圧ガス保安協会 

ＬＰガス部会 部会長 福原 徹 

 

ＬＰガス配送車両移動中における容器落下によるガス漏えい事故発生について 

～事故防止の徹底について（お願い）～ 
 

 ＬＰガス容器配送車両の移動中における、ＬＰガス容器落下によるガス漏えい事故が発

生いたしました。 

 県内では同様の事故が、令和４年に１件、令和５年に１件と毎年発生しており、何れの

事故も容器固定のロープ掛け忘れ、またはアオリの閉め忘れが原因となっております。 

幸いに二次災害は発生しておりませんが、県外では漏れたガスに引火し、死亡事故に至

るケースもあり、一歩間違えると重大事故に繋がる恐れが有りました。 

 

 ＬＰガスの配送業務は、分散型エネルギーであるＬＰガス事業の要であり、配送に携わ

る皆様におかれましては、「配送員の健康管理」、「配送作業の手順確認」、「指差呼称」、「車

両の整備」、「安全運転」に努め、「絶対に事故を起こさない」ようお願い致します。 

 

【発生日時】 

・令和６年１２月２日（月）１０時５５分     

 

【事故概要】 

・顧客先へボンベ配送後、３トントラック荷台 

の左側面前方のアオリを閉め忘れたまま発進し 

事務所へ向かう。 

・三差路を右折時、開いていたアオリ部分から 

ガスボンベ 11本(20キロ：9本、50キロ：2本)が落下し、うち充填済のボンベ 2本（20

キロボンベ：1本、50キロボンベ：1本）からガス漏れが発生した。 

・通報により駆け付けた警察・消防により、交通整理、現場検証が行われた。 

・事故時には付近に他の車両や歩行者はなく、二次被害なし。 

・落下したボンベのプロテクター変形。 

 

【事故対応】 

・通りがかった運転手（女性）が 119番通報。 

・ガス漏れしていた 20キロボンベはバルブを閉め移動。 

・50キロボンベはキャップが低温状態で触れられず退避。 

（周囲の安全を確認し大気放出） 

・車道に散乱したガスボンベの回収を実施。 

・警察の交通整理、警察・消防の現場検証、聞き取りを実施し１２時０７分現場撤収した。 

 

本件への問い合せ 協会事務局 TEL098-858-9562 

 

左側アオリ 


